
● 募集期間   平成 29 年６月 12 日（月） ～ 平成 29 年 11 月 30 日（木） 

※ ただし、上記受付期間内であっても、応募件数の状況によって応募を終了する場合があり 

ます。その際は、環境省及び当協会のホームページでお知らせします。 

 また、技術の内容によっては、申請時期との関係により年度内の実証試験の完了が困難と 

して、申請をお受けできない場合もありますので、あらかじめご了承下さい。 

 

● 募集対象技術 

・対象となる排水 

有機性排水（例えば、厨房・食堂・食品工場等からのもの） 

・対象となる技術 (詳しくは実証機関までお問い合わせ下さい) 

・有機性排水を適正に処理する総合的な排水処理技術 

・総合的な排水処理技術のほか、特定の汚濁物質の除去を目的とした排水処理技術や汚泥を減量する

などの技術、汚濁排水そのものを低減する技術なども幅広く対象 

・開発中の技術ではなく、商業的に利用可能な技術 

・特に、後付け可能なプレハブ型等の低コスト・コンパクトかつメンテナンスが容易な技術 

・大きく分けて生物学的処理、物理学的処理の２種類があるが、その組み合わせ（ハイブリット法） 

も含む。 

 

● 対象技術の申請方法 

 一般社団法人埼玉県環境検査研究協会までお電話または e-mail にてお問い合わせ下さい。 

 

● 費用について 

 この事業は環境省の事業費により実施されていますが、手数料徴収体制のため、実証試験に係 

る実費の部分については申請者に負担していただきます。 

 

● 申請者の要件 

・対象となる技術を有するものであること 

・「環境技術実証事業 有機性排水処理技術分野 実証要領」で定められた事項を遵守できること。 

ETV 事業の実施要領は環境省の環境技術実証事業ウェブサイトを参照して下さい。 

http://www.env.go.jp/policy/etv 

・「技術実証に係る申請・実施に関する要領」で定められた事項を遵守できること。 

一般社団法人埼玉県環境検査研究協会の環境技術実証事業ウェブサイトを参照して下さい。 

http://www.saitama-kankyo.or.jp/ 

 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
  
  
  
  

平成 29 年度 環境技術実証事業（ＥＴＶ事業） 

有機性排水処理技術分野における実証対象技術の募集について 

 平成 29 年度環境技術実証事業のうち、有機性排水

処理技術分野において、今年度の実証機関である一般

社団法人埼玉県環境検査研究協会より、平成 29 年度

の実証試験の対象となる技術の募集を行います。 

資料３－２ 



 

 

 

●●  目目的的  

 

 

 

 

 

 

●●  実実証証のの定定義義  

実証事業において「実証」とは、環境技術の開

発者でも利用者でもない第三者機関が、環境技術

の保全効果等を試験等に基づき客観的なデータ

として示すことをいいます。 

「実証」は、一定の判断基準を設けて、この基準

に対する適合性を判定する「認証」とは異なるも

のです。 

 

  ●●  対対象象技技術術分分野野  

今年度の実証事業で実証する８分野の内の一

つである有機性排水処理技術分野で募集対象と

なる技術とは、有機性排水を適正に処理する総合

的な排水処理技術のほか、特定の汚濁物質の除去

を目的とした排水処理技術、汚泥を減量するなど

の技術、汚濁排水そのものを低減する技術など

（装置、プラント等）のことを指します。 

 

 

●●  事事業業のの実実施施体体制制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●  ロロゴゴママーークク  

本事業では「環境技術実証事業ロゴマーク」を定

めています。ロゴマークには全技術分野共通の「共

通ロゴマーク」のほか、分野ごとの情報を追加した

「個別ロゴマーク」があり、実証を行った技術には、

技術ごとの実証番号入りで交付しています。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

●●  事事業業のの流流れれ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

●●  環環境境技技術術実実証証事事業業（（EETTVV 事事業業））概概要要 

ロゴマークサンプル  

個別ロゴマーク 

（縦型・横型） 

環境技術実証事業の流れ環境技術実証事業の流れ

環境省環境省 実証運営機関実証運営機関 実証機関実証機関

実証運営機関の公募・選定

実証試験要領の承認
実証試験要領の策定

実証試験要領（案）の作成
手数料徴収額の設定（※）

実証機関の公募・選定

実証機関の承認

「対象技術」の公募・審査

「対象技術」の承認
「実証試験計画」の策定

実証試験の開始

実証試験結果報告書の作成
実証試験結果報告書の確認

実証試験結果報告書の承認

実証試験結果報告書の公表
ロゴマーク及び実証番号の交付

事業実施要領改定案の作成
事業実施要領改定案の策定

※ 手数料徴収体制の技術分野に限る。

実証申請者実証申請者

「対象技術」の申請

手数料の徴収（※）

 

環 境 省

実証申請者（開発者、販売店等）

実証運営機関（マネジメント機関）

環境技術実証事業運営委員会
・事業の運営に関して、専門的知見に基づく検討・
助言 等

・事業全体の方針策定及び運営管理
・技術分野及び実証運営機関の選定
・実証試験結果報告書等の承認
・ロゴマーク及び実証番号の交付
・Webによる実証試験結果の公表 等

・事業普及のための企画・立案・広報
・技術分野の設定のための調査・検討
・実証機関の公募・選定 等

実証機関
（分野毎に原則１機関）

・実証試験要領案の作成
・実証対象技術の公募・選定
・実証試験の実施
・実証試験結果報告書の作成 等

技術実証検討会

・技術の実証について、専門的
知見に基づく検討・助言 等

・実証機関への申請
・実証手数料の納付（手数料徴収体制の分野に限る）

連
携
・
協
力

環 境 省

実証申請者（開発者、販売店等）

実証運営機関（マネジメント機関）

環境技術実証事業運営委員会
・事業の運営に関して、専門的知見に基づく検討・
助言 等

・事業全体の方針策定及び運営管理
・技術分野及び実証運営機関の選定
・実証試験結果報告書等の承認
・ロゴマーク及び実証番号の交付
・Webによる実証試験結果の公表 等

・事業普及のための企画・立案・広報
・技術分野の設定のための調査・検討
・実証機関の公募・選定 等

実証機関
（分野毎に原則１機関）

・実証試験要領案の作成
・実証対象技術の公募・選定
・実証試験の実施
・実証試験結果報告書の作成 等

技術実証検討会

・技術の実証について、専門的
知見に基づく検討・助言 等

・実証機関への申請
・実証手数料の納付（手数料徴収体制の分野に限る）

連
携
・
協
力

環境技術実証事業は、既に適用可能な段階にありながら、環境保全効果等についての客観的な評価が行

われていないために普及が進んでいない先進的環境技術について、その環境保全効果等を第三者が客観

的に実証することにより、環境技術実証の手法・体制の確立を図るとともに、環境技術の普及を促進し、

環境保全と環境産業の発展を促進することを目的とするものです。  
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し
電

解
分

離
を

さ
せ

て
汚

濁
物

質
を

吸
着

分
離

0
2
0
-
6
0
1

垂
直

重
力

式
油

水
分

離
器

（
V

G
S
）

日
東

鐵
工

株
式

会
社

油
分

の
分

離
を

平
行

版
や

遠
心

力
に

よ
り

促
進

0
2
0
-
6
0
2

食
品

残
さ

回
収

シ
ス

テ
ム

『
ラ

ク
ッ

ち
ゃ

～
』

有
限

会
社

Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ

Ｕ
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
排

水
流

入
部

に
油

脂
付

着
力

に
優

れ
た

残
さ

ネ
ッ

ト
を

設
置

0
2
0
-
0
4
0
1

粉
末

凝
集

剤
を

用
い

た
加

圧
浮

上
法

株
式

会
社

ト
ー

エ
ネ

ッ
ク

汚
濁

物
質

を
粉

末
凝

集
剤

や
加

圧
浮

上
、

竹
炭

に
よ

り
除

去

0
2
0
-
0
4
0
2

浮
上

油
自

動
回

収
シ

ス
テ

ム
株

式
会

社
丸

八
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

を
利

用
し

て
、

油
を

自
動

回
収

す
る

装
置

に
よ

り
油

分
を

除
去

0
2
0
-
0
4
0
3

振
動

フ
ィ

ル
タ

ー
併

用
凝

集
加

圧
浮

上
法

株
式

会
社

御
池

鐵
工

所
振

動
フ

ィ
ル

タ
ー

や
凝

集
剤

、
加

圧
浮

上
等

に
よ

り
油

分
を

含
め

た
懸

濁
物

を
回

収

0
2
0
-
0
4
0
4

担
体

流
動

槽
式

食
堂

排
水

処
理

装
置

フ
ジ

ク
リ

ー
ン

工
業

株
式

会
社

油
脂

分
解

菌
と

微
生

物
付

着
担

体
に

よ
り

有
機

物
を

除
去

0
2
0
-
0
4
0
5

傾
斜

土
槽

法
に

よ
る

厨
房

排
水

の
高

度
処

理
装

置
株

式
会

社
四

電
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

浄
化

担
体

（
鹿

沼
土

と
ボ

ラ
土

）
を

用
い

て
水

質
を

浄
化

0
2
0
-
0
4
0
6

膜
分

離
活

性
汚

泥
法

株
式

会
社

ク
ボ

タ
微

多
孔

性
膜

に
よ

り
活

性
汚

泥
と

処
理

水
を

分
離

0
2
0
-
0
4
0
7

生
物

膜
（
回

転
接

触
体

）
法

積
水

ア
ク

ア
シ

ス
テ

ム
株

式
会

社
生

物
膜

を
利

用
し

有
機

物
を

分
解

0
2
0
-
0
4
0
8

微
生

物
製

剤
添

加
型

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

生
物

処
理

法
株

式
会

社
エ

ス
・
エ

ル
活

性
汚

泥
方

式
と

固
定

床
式

接
触

ば
っ

気
方

式
を

同
じ

槽
で

組
み

合
わ

せ
て

排
水

を
処

理

0
2
0
-
0
4
0
9

揺
動

床
式

生
物

処
理

法
デ

ン
セ

ツ
商

事
株

式
会

社
原

水
調

整
槽

や
ば

っ
気

槽
に

ひ
も

状
接

触
酸

化
ろ

材
を

充
填

し
て

処
理

0
2
0
-
0
4
1
0

微
生

物
共

生
材

を
使

用
し

た
有

機
性

排
水

の
処

理
常

磐
開

発
株

式
会

社
ば

っ
気

槽
に

特
殊

な
接

触
材

を
充

填
し

、
微

生
物

の
働

き
に

よ
り

余
剰

汚
泥

を
抑

制

0
2
0
-
0
3
0
1

微
生

物
油

脂
分

解
・
間

欠
式

全
面

ば
っ

気
法

株
式

会
社

ゲ
イ

ト
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

中
で

散
気

装
置

と
油

分
解

微
生

物
製

剤
を

組
み

合
わ

せ
た

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
ノ

ル
マ

ル
ヘ

キ
サ

ン
抽

出
物

質
を

分
解

0
2
0
-
0
3
0
2

微
生

物
油

脂
分

解
・
生

物
処

理
法

ア
ム

ズ
株

式
会

社
油

脂
分

解
菌

を
用

い
て

油
脂

を
分

解

0
2
0
-
0
3
0
3

酵
素

反
応

・
流

動
床

式
接

触
ば

っ
気

法
株

式
会

社
水

工
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
油

を
含

ん
だ

排
水

を
酵

素
や

油
分

解
菌

で
分

解
し

た
後

、
流

動
床

式
接

触
ば

っ
気

法
に

よ
る

生
物

学
的

処
理

0
2
0
-
0
3
0
4

油
脂

分
解

菌
付

着
固

定
床

式
接

触
ば

っ
気

法
コ

ン
ド

ー
Ｆ

Ｒ
Ｐ

工
業

株
式

会
社

油
脂

分
解

菌
を

付
着

さ
せ

た
固

定
床

を
用

い
て

汚
濁

物
質

を
分

解

0
2
0
-
0
3
0
5

複
合

微
生

物
活

用
型

・
ト

ル
ネ

ー
ド

式
生

物
反

応
シ

ス
テ

ム
株

式
会

社
バ

イ
オ

レ
ン

ジ
ャ

ー
ズ

油
を

分
解

す
る

複
合

微
生

物
群

や
酸

素
に

よ
り

油
分

や
有

機
物

を
分

解

0
2
0
-
0
3
0
6

凝
集

反
応

・
電

解
浮

上
分

離
法

有
限

会
社

リ
バ

ー
製

作
所

電
気

分
解

で
発

生
す

る
気

泡
や

凝
集

剤
を

利
用

し
て

、
排

水
中

の
コ

ロ
イ

ド
粒

子
を

フ
ロ

ッ
ク

化
さ

せ
浮

上
後

、
汚

泥
を

固
形

化

0
2
0
-
0
3
0
7

浮
上

油
等

の
自

動
回

収
処

理
シ

ス
テ

ム
広

和
エ

ム
テ

ッ
ク

株
式

会
社

グ
リ

ス
ト

ラ
ッ

プ
内

の
油

や
沈

殿
し

た
残

渣
を

反
応

槽
に

回
収

し
、

ろ
材

に
吸

着
さ

せ
、

微
生

物
に

よ
り

分
解

0
2
0
-
0
3
0
8

活
性

汚
泥

併
用

接
触

ば
っ

気
法

株
式

会
社

ア
ク

ア
メ

イ
ク

浄
化

槽
で

用
い

る
接

触
ば

っ
気

処
理

方
式

の
装

置
で

生
物

量
の

維
持

・
脱

臭
を

行
う

た
め

、
沈

殿
汚

泥
を

返
送

・
移

送

平
成

2
2
年

度

平
成

2
1
年

度

平
成

1
9
年

度

平
成

1
8
年

度

平
成

1
6
年

度

平
成

1
5
年

度

●
有

機
性

排
水

処
理

技
術

分
野

の
実

証
技

術
　
　
環

境
技

術
実

証
事

業
で

実
証

試
験

を
行

っ
た

技
術

で
す

。
詳

し
く

は
環

境
省

W
e
b
サ

イ
ト

を
ご

覧
下

さ
い

。
ht
tp
:/
/w
ww
.e
nv
.g
o.
jp
/p
ol
ic
y/
et
v/
fi
el
d/
f0
2/
in
de
x.
ht
ml

平
成

2
6
年

度

平
成

2
5
年

度

平
成

2
4
年

度

平
成

2
3
年

度



●●  実実証証試試験験 

実証試験は、環境技術の用途や目的にあった試験場所で行われます。 

現地では、実証機関が第三者的な立場で調査・試験し、その結果を分析してまとめます。 

 

 

 

 

環境技術がすでに設置され稼動している場合であっても、その効果

が測定できれば実証試験が可能です。また、実証試験場所がない場合

は、実証機関が手配した場所に設置し試験が行われます。 

実証機関が手配し試験した事例では、油分を含んだ排水を浄化する

技術を大学の食堂の排水先に設置し、実施しました。（写真上段） 

 実証試験では、環境技術を適用しようと想定している施設であるこ

とを申請者が確認し、処理後の水質から（写真下段左）除去効率を導

き、導入した際の環境影響として騒音や振動、悪臭等の測定（写真下段中央・右）やコストパフォーマ

ンスの確認をします。 

 

  

  

  

  

  

  

  

●●  デデーータタ検検証証とと報報告告  

     実証機関は、実証試験の終了後、全てのデータ検証を行い、実証試験結果報告書を作成します。 

実証試験結果報告書は、実証運営機関に提出され、広報・普及啓発及び適正な環境保全効果等の表示の

観点から評価を受けます。実証試験報告書が環境省で承認された後、環境省から実証運営機関を通じて申

請者に実証番号及びロゴマークが交付されます。また、承認された実証試験結果報告書は、環境省のウェ

ブサイト等で一般に公開されます。 

 

● お問い合わせ先（実証機関） 

一般社団法人 埼玉県環境検査研究協会 実証事業事務局（担当：野口・鈴木） 

TEL 048-649-5496   FAX 048-649-5493 

メールアドレス news@saitama-kankyo.or.jp 

ウェブサイト http://www.saitama-kankyo.or.jp/etv/29etv_small.html 

所在地 〒330-0855 埼玉県さいたま市大宮区上小町 1450 番地 11 

 

● 事業主体  

環境省 水・大気環境局 総務課環境管理技術室 

ＥＴＶ事業のウェブサイト http://www.env.go.jp/policy/etv 

有機性排水処理技術分野における実証試験の様子 

実証試験は既に設置された場所または新たに設置した場所で試験します。 

 

流入原水 15 分後 30 分後 45 分後 


